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論 文 内 容 の 要 旨 
 チャコウラナメクジLehmannia valentianaは雌雄同体で、背面に退化した甲羅を持つコウラナメクジ科の１種
である。ヨーロッパを原産とし、人為的移入により世界中の温帯域に生息している。日本には1950年代に移入
したと考えられており、現在では北海道から小笠原・奄美諸島にかけて広く分布している。しかし、移入種で
あるチャコウラナメクジが日本でどのような生活史をおくっているか、また、どのようなしくみによって日本
の気候に適応しているかは不明である。 
 本研究ではまず、定期的な野外採集、および温度と日長が野外と同じ条件で野外個体を飼育し産卵時期を調
べ、チャコウラナメクジは大阪では晩秋から春にかけて繁殖していることを明らかにした。また、卵が高温に
弱いことがこの時期に繁殖する決定的な要因であることがわかった。そして、この生活史は高温・長日条件が
性成熟を抑制し、低温・短日条件が促進する反応を持つことで形成されていることが明らかになった。さらに、
チャコウラナメクジは温度と光周期によって温度耐性を変化させ、大阪の夏の高温や冬の低温を乗りきること
が示された。 
 次に、異なる気候への適応を調べるため、夏が冷涼で冬に積雪がある札幌における生活史を調べた。その結
果、札幌個体群は大阪よりも早い時期に性成熟を開始し、生活史に明瞭な地理的変異がみられた。季節適応の
研究が盛んな昆虫では、光周性における臨界日長を変化させることにより、それぞれの地域に適応した生活史
を形成することが知られている。そこで大阪と札幌のチャコウラナメクジにおいて様々な日長で光周性を比較
したところ、両者の間で臨界日長に明瞭な違いはみられなかった。したがって、チャコウラナメクジは光周性
を大きく変化させることなしに、幅広い気候条件に適応できることがわかった。また、このような性質がチャ
コウラナメクジが分布域を世界中に広げた要因である可能性が示された。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 無脊椎動物における季節適応の研究は、昆虫など節足動物を中心に発展してきた。軟体動物は節足動物に次
いで多様な動物群であるが、季節適応の研究はこれまであまり行われてこなかった。 
 本論文は、ヨーロッパ原産で、人為的移入により世界中の温帯域に分布しているチャコウラナメクジを対象
に、大阪および札幌における生活史を野外調査によって明らかにした。さらに、実験室で本種を飼育し、生活
史の背景にある生殖を調節する温度反応や光周性、さらに温度耐性などの生理学的な性質を報告した。 
 本論文により、チャコウラナメクジは他の多くの変温動物とは異なり、大阪では晩秋から春に繁殖している
ことが明らかになった。その至近要因として短日と低温が生殖腺の発達や産卵を導くこと、究極要因として卵
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がきわめて高温に弱いことを示した。一方、夏が冷涼で冬に積雪がある札幌では、大阪よりも早い時期に性成
熟が始まり主として秋に産卵を行うという、生活史の地理的変異がみられた。しかし、昆虫など他の動物で報
告されているような明瞭な光周性の地理的変異はなかった。これは、本種が広汎な気候条件で繁殖できる性質
をもっており、この性質が世界中に分布を広げたことに貢献している可能性を指摘した。 
 本論文によって、これまでほとんどわかっていなかった軟体動物の季節適応のしくみが明らかになるととも
に、どのような種が汎世界種となるのかについての議論を進展させた。以上のように、本論文は生物の季節適
応機構の解明に著しく寄与するものであり、博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
